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毎
年
ラ

・
パ
ス
の
お
正
月
を
彩
る

玄
関
飾
り
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
、
夫
婦
壺

（め

お
と
つ
ば
）
。
大
小
２
つ
の
つ
ぼ
を
夫

婦
に
見
立
て
、
仲
睦
ま
じ
く
寄
り
添

う
様
子
を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
し
た
。
華

道
の
師
範
の
資
格
を
持

つ
職
員
の
大

作
で
す
。

ま
た
、
長
い
廊
下
を
飾
る
巨
大
壁

飾
り
は
、
入
所
者
様
と

一
緒
に
羊
毛

フ
ェ
ル
ト
を
立
体
的
に
重
ね
、
千
支

の
う
さ
ぎ
を
制
作
し
ま
し
た

（写
真

左
）
。
触
る
と
ふ
わ
ふ
わ
し
て
い
ま
す
。

ど
ち
ら
も
職
員
の
セ
ン
ス
が
輝
く
作

品
で
す
。
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翻
当施設のホームページをスマートフォンやタブレット端末からもご覧いただけます。
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ラ・パスは今年 30周年 !

私たちが、入所者様の生活を支えます。

今秋、設立 30周年を迎えるラ・パスでは、現在 130名の職員が勤務しています。

入所者様の医療ケア、リハビリテーション、栄養管理、食事、入浴などの日常サービスを

多職種で連携し提供しています。今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。

医師 1名・看護スタッフ 14名

介護スタッフ 3ア 名 。環境スタッフ 5名

の大所帯です。
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住み慣れた地域で

安心して生活できる支援も行っています。

様々な部署、専門職 。幅広い年

齢層 。外国人。たくさんの個性

豊かな職員が働く、多様性を実

感できる明るい職場です。

季節のイベント
入所者様に楽しんでいただけるよう、職

員がアイデアを出し合い、季節のイベン

トを開催しています。開催後はホームペー

ジ内のブログで随時公開しています。

ぜひご覧ください。

▼ ブログ

今後の予定

3月 ひな祭り

4月 花見ドライブ

5月 子供の日

く 2月 の節分の様子

・蝙
一留
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Ｑ

介
護
の
仕
事
の
や
り
が
い
を

お
し
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ

入
所
者
様
に
名
前
を
覚
え
て

も
ら
え
た
こ
と
や
、
リ
ハ
ビ
リ

や
生
活
の
支
援
を
し
て
い
く

う
ち
に
、
身
体
の
機
能
が
向
上

し
て
、
ご
自
宅
で
の
生
活
が
で

き
る
よ
う
に
な
ら
れ
た
と
き

に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

Ｑ

ラ

・
パ
ス
は
ど
ん
な
職
場
で
す

か
Ｐ

Ａ

明
る
く

て
優
し
い
職
員
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
こ

と
を
話
し
や
す
い
職
場
で
す
。

感
染
対
応

で
大
変
な
時

で
も

他
部
署
か
ら
の
支
援
も
あ

っ

て
助
か

っ
て
い
ま
す
。
ラ
バ
ス

の
敷
地
内

に
キ

ツ
チ
ン
カ
ー

を
呼
ん
で
、
う
ど
ん
や
ホ
ツ
ト

ド

ツ
ク
が

ふ
る
ま
わ
れ
る
お

楽
し
み
デ
ー
が
あ

っ
た
り
し

ま
す
。
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入
所
者
様
と
関
わ
る
中
で
、
心

に
残

る
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

Ａ

入
所
者
様
と

一
緒
に
料
理
を
す

る
レ
ク
レ
ー
シ

ョ
ン
の
時
間

に
、
包
丁
の
握
り
方
や
料
理
の

作
り
方
を
教
え
て
い
た
だ
き
、

料
理
の
楽
し
さ
を
知
り
ま
し

た
。

Ｑ

休
み
の
日
は
何
を
し
て
い
ま

す
か
Ｐ

Ａ

バ
ン
屋
さ
ん
め
ぐ
り
や
映
画

鑑
賞
を
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

趣
味
は
何
で
す
か
Ｐ

Ａ

料
理
を
す
る
こ
と
、
食
べ
る
こ

と
で
す
。

Ｑ

最
後
に

一
言

Ａ

入
所
者
様

の
笑
顔
が
仕
事

の

励
み
に
な

っ
て
い
ま
す
。
毎
日

楽
し
く
頑
張
り
ま
す
＝

Ｑ

介
護

の
仕
事
を
選
ん
だ
き

っ

か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
祖
母
が

大
好
き
で
し
た
。
高
齢
者
の
方

と
話
す
の
が
好
き
だ

っ
た
の

で
、
介
護
の
仕
事
に
興
味
を
持

ち
ま
し
た
。

勤
続
１０
年
目
の

２０
代
女
性
介
護
職
員
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秋月・甘木地域包括

支援センター
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秋月・甘木地域包括支援センターの職員が、秋月小学校 3年生を

対象に、認知症サポーター養成講座を開催しました。

認知症の症状はどんなものかヾ身近な人が認知症となったらどう

したらいいのか、どんなことをしたら喜んでくれるのかなど、メモ

をとりながら熱心に聞いてい

ました。受講後には、「困つ

ている人がいたら助けてあげ

たい」といった前向きな感想

が多く寄せられました。

地域の力強いサポーター

になってくれた子供たちに

は、認知症の理解者である証

「キッズサポーターカード」

を差し上げました。

ラ・パスの裏手にある甘木公園 (通称丸山

公園)は、朝倉市民の憩いの場となってい

ます。

桜の名所としても有名で、春には約 4000

本のソメイヨシノが咲き誇り、夜にはライ

トアップも行われます。また、毎時 0分

になると、池の中の噴水が高々と上がりま

す。遊具や芝生広場で体を動かすのもいい

ですね。暖かくなつたら散策に出かけてみ

ませんかP

「介護の仕事ってどんなことをするのか

な P」 「自分にも出来るかな P」

介護の仕事に興味のある方に向けた、施設

での説明会や現場体験型インターンシップ

を開催します。ご興味のある方は、お気軽

にお問合せください。_

よかとこ紹介
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フィリピンでは、1月 1日深夜 0時を回るとき、家族が自宅で一緒

に過ごすのが一般的です。新しい年を迎える瞬間に自宅にいないと、

その年の先行きが危ぶまれると言われているそうです。家族が最も

大切な存在なのですね。また、家族愛が深い家庭が多いフィリピン

では、高齢者を大切にする文化も根付いています。

※ダイバーシティとは、多様性を意味する言葉です。組織や社会において、国籍・

年齢・性別 。文化・価値観・ライフスタイルなどの違いを持つた人たちが共存じ

ている状態を意味します。ラ・パスでは、フィリピンとミャンマーから「人財」

を受け入れています。

編集後記

この冬は、平年よりも冬らしい寒い日が続いています。生まれて初

めて雪を見た外国人職員たちは、嬉しい反面、寒さが骨身にこたえて

いるようでした。冷え込んだ朝。どこからか、にぎやかな鳥のさえず

りが聞こえてきました。見上げると、道路沿いの大きな看板の上部に

たくさんの小鳥たちが集まつています。まるで小鳥の学校の朝の会の

ようです。ラ・パス界隈が遊び場なのですね。裏山か

らは、そろそろウグイスが春の訪れを告げてくれそう

です。入所者様も楽しみにしていらっしゃいます。

い

問合わせ先

介護老人保健施設ラ・パス

丁EL0946-23-1322
担当 :三田 採用情報はこちら

私たち社会福祉法人寿泉会グループは5つの施設で構成されています。

介護老人保健施設 ラ・パス/介護老人福祉施設 甘木愛光園/住宅型有料老人ホーム筑前梨ノ木城/グループホーム愛らんど/軽費老人ホームケアハウス雅

゛
一％
ｑ
計
⊂
ンの
ヽ
　
く
〇
一Ｏ
　
Ｎ
Ｏ
Ｍ
〕
、
Ｌ
Ｏ
凝
む
　
詳
”
繭
詳
滸
×
柵
剛
”
　
⇒
珊
鍛
卜
菊
蒲
訃
躙

ｕ
・
ヽ
】́

日
謝
鼎
獅
”
　
引
∞
ω
∞
―〇
〇
０
一
舗
ヨ
輌
鑑
ｍ
計
酬
渤
４

コ
∞
ω
ｔｕ
ω

「
ｍ
Γ０
０
ヽ
０
１Ｎ
ω
Ｌ
ω
Ｎ
Ｍ

認知症サポーター

養成講座を開催 しました
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